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TEL 0894-22-3211，FAX 0894-24-2563，e-mail: GCA03163@nifty.ne.jp 

 

 

 市⽴⼋幡浜総合病院 越智です。３つ⽬の話題

提供をさせていただきます。なお、本発表のスラ

イド・⼝述原稿などの URL を発表中に QR コード

で⽰しますので、ご利⽤下さい。 

 

  

私の⾃⼰紹介と「ういてまて」との出会いにつ

きましては資料をご覧下さい。 

 

 

私からは「⻄⽇本豪⾬災害と『ういてまて』」と

題してお話しします。 
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「⽬的と⽅法」です。2018 年、⻄⽇本の豪⾬災

害において多数の⾼齢者が命を落としましたが、

今回注⽬された被災パターンに「屋内溺⽔」があ

ります。テレビや新聞報道などの情報をもとに、

今回の溺死者の特徴を分析し、今後の犠牲者減少

のためのヒントとしたいと思います。 

 

愛媛県内の溺死者は全死亡者 32 ⼈中９⼈、うち

3 ⼈が屋内溺⽔でした。３⼈とも 70 歳以上、いず

れも１階で被災しました。 

 

 

屋内溺⽔の犠牲者は愛媛県内、全死亡者の 9.7％

を占めています。 

 

 

82 歳の夫と 74 歳の妻が１階で溺死しています。

また 77 歳の夫が１階で溺死、妻は２階へ逃れるこ

とができました。 
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真備町の犠牲者 51 ⼈の全員が溺死で、うち 43 ⼈

が屋内溺⽔でした。 

 

 51 ⼈のうち、平屋の屋内で 21 ⼈、2 階建ての屋

内で 21 ⼈、２階建ての２階で 1 ⼈、屋外で 8 ⼈が

死亡しました。 

あ 

 

屋内溺⽔ 43 ⼈のうち、65 歳以上が 70.6％、避難

⾏動要⽀援者が 82.4％を占めていました。 

 

さて、着⾐泳または「ういてまて」は⽔中での姿

勢保持法である背浮きや浮き具を⽤いて⾝体を浮

かせ、呼吸を維持するための技術です。 

 

 

 

海上保安庁は船上でのライフジャケットの着⽤

を訴えています。 

ジャケット着⽤により⽣存率は⼤幅に向上しま

す。 
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 代⽤浮き具の例として灯油のポリタンク、着替え

などを⼊れたリュックサックが上げられます。 

 海や河川近くの地域では、⽼⼈の⽇のお祝いにラ

イフジャケットを贈ってはどうでしょう。 

 

 

真備町の事例です。80 代の夫は妻を２階に上が

らせることができなかったと肩を落としました。同

じ状況に遭遇するとしたら、●妻は背浮きの姿勢で

助けを待つ、●⽔位が２階に近づいたところで、夫

が妻を引き上げる、●合⽻などを着⽤させ保温す

る、などの対策が考えられます。 

 

 

救助された例としては、寝ていたベッドが浸⽔に

よって天井近くまで浮き上がり、そのまま⼀夜を明

かしたという⽼夫婦もいました。 

ベットは有⼒な浮き具となり得ます。洪⽔や津波

の恐れがある地域では、浮くベットを選択する価値

があります。 

 
 

⽔難学会として、各種家具などに「浮き具認証」

を出してはどうでしょうか。 
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⾃宅のソファーをボート替わりとし、40m 離れた

家の⽼⼥と幼児を救出した例もありました。 

 

ここまでの結論です。屋内⽔難において、背浮き

や浮き具を⽤いる「ういてまて」の知識・技術は有

⽤で、津波対策にも役⽴ちます。 

 

 私の話題提供、後半に⼊ります。⼆瓶先⽣のご研

究からたくさんのことを学びましたが、その参考資

料をスライドに⽰します。 

 

 屋内で多数の溺⽔を⽣じた理由として、1)浸⽔深

が深かった、2)浸⽔速度が速かった、3)浮き上がっ

たり倒れた家具に移動を阻まれた、4)ドアが開かな

くなった、5)停電した夜間に発⽣、⾼齢者のみの家

庭に発⽣したことが上げられます。 
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これらの理由から、屋外への脱出も、２階への避

難も難しくなり、命を失うことにつながっていま

す。 

 
 
 

 

私の提案は次の７点です。当然ながら、適切な避

難をはかることが前提です。 

１． 浸⽔の地域的な危険度と住⺠の⾝体能⼒な 

どから、屋内溺⽔の危険性の⾼い⼈々を選び出しま

す。 

２． 浸⽔リスクのある地域や家庭では、転倒の 

みならず、浮き上がりも防ぐように、家具固定をは

かります。 

３．⽔を通し内外の圧差を解消できるドアを開発し

ます。 

 

リスクのある地域のドアに、内側に開いて外部か

ら⽔を⼊れることのできる⼩窓を加えます。 

 

これは⾃動⾞に緊急脱出⽤ハンマーを備えるの

と同趣旨の危機管理です。 
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４．バランスを保ち浮かぶベットを開発、または現

在ある製品を評価します。 

５．灯り・ラジオ・携帯電話などを準備し、これら

が⽔に濡れないように⼯夫します。 

６．背浮きや家具などを浮き具にして浮き、助けを

待つことの意義を伝えます。 

７．⾼齢者への「ういてまて」の情報提供やライフ

ジャケットの提供をはかります。 

 

1999 年の豪⾬災害で、地下１階の飲⾷店で従業

員が死亡しましたが、ドアが開かず室内で溺れまし

た。 

 

 

  

その後に出た、内閣府のウェブ資料です。 
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⼭村先⽣は⽔圧差 26cm で外開きのドアが、47cm

で内開きのドアも開かなくなると述べています。 

 

真備町の事例です。⼩松さん宅は⼩⽥川の⽀流ま

で 500m 以上ありました。隣に住む⽼⺟と⼣⾷をと

り、22 時に別れました。23 時 20 分、⽀流決壊。 

 

 1 時頃、娘が異変に気付いたとき、⾃宅は床上の

膝まで浸⽔。⺟宅へたどり着いたが、ドアは全く開

かなかったそうです。 

 

 

⺟の遺体はベットの横にありました。⽮印がベッ

トだと思いますが、⾦属製に⾒えます。 

 

 もし同じ状況に遭遇すれば、⺟は浮いて助けを待

つこと、また⺟か娘がガラスを割るなどして⽔を流

⼊させドアを開けることが対策となります。 
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⼆瓶先⽣は全国のたくさんの都市に洪⽔浸⽔の

危険があると警鐘を鳴らされます。 

 

 

2015 年以降、1000 年に 1 度の⽔害を想定するこ

とになり、東京の江東 5 区で 250 万⼈が浸⽔する

ことが⽰されています。 

 

 

広い地域がピンク⾊に表⽰され、3m 以上浸⽔、

2 階以上の⾼さに避難しないと命を失います。 

 

 

⾸都直下型地震で堤防などが損壊されると、ゼロ

メートル地帯を中⼼に⼤きな浸⽔被害が起こりま

す。 
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地震による浸⽔では、台⾵と異なり、計画的な避

難はできません。 

 

 

南海トラフ地震でも、地震後短時間で⼤津波に襲

われる地域があります。 

 

呼吸を維持することだけでなく、低体温や外傷の

防⽌などの課題もあります。映画「タイタニック」

の悲しい場⾯を憶えておられる⽅もおられること

と思います。 

 

医療機関などで⽤いる搬送器具について紹介し

ます。 

 

 

エアーストレッチャーはバルブを開くと空気が

流⼊して、クッションになります。階段引き上げが

可能です。 



11 
 

 

 

上⽅搬送ができる、ベルカ担架という器具もあり

ます。 

 

 

再度「浮き具認証」について提案させていただき

ます。⽔難学会として、浮⼒・安定性に優れた家具・

搬送器具などをリストアップしてはどうでしょう

か。 

 

話は変わりますが、交通事故死者数の推移を⽰し

ます。1970 年の 1 万 7 千⼈をピークに、近年は 4000

⼈以下に減少しています。年間 6000 ⼈の減少とし

ても、50 年間に 30 万⼈の命を救ったことになりま

す。これは⽇本社会の成功体験の⼀つであると考え

ます。 

 

⾃然災害に伴う溺⽔犠牲者を減らすために、社会

を上げて、また集学的な努⼒が必要です。⽔難学会

もその⼀翼を担います！  

以上、ご静聴有難うございました。 
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参考資料 

１． 本発表のデジタルファイル 

http://plaza.umin.ac.jp/~GHDNet/f326.pdf 

 

２． 本発表のフルサイズのスライド 

http://plaza.umin.ac.jp/~GHDNet/f326f.pdf 

 

３．越智元郎：2018 年岡⼭・愛媛豪⾬災害における⾃宅 溺⽔に関する検討 

（⽔難学会総会・ういてまてセミナー１ 国際交流会、2019 年 6 ⽉ 9 ⽇、東京） 

http://plaza.umin.ac.jp/~GHDNet/d607.pdf  

４．斎藤秀俊：Yahoo！ニュース記事「愛が邪魔をする 津波・洪⽔からの避難

⾏動の現実を考える #これから私は」 

https://news.yahoo.co.jp/byline/saitohidetoshi/20210319-00227700/  

 


